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いずもざき議会だより　　第71号　　平成23年５月10日

（会期　１月12日　１日間）
　

臨
時
会
は
、
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

一般会計補正予算
お　も　な　歳　出

・備品購入（マイクロバス29人乗り）………………… 842万７千円

・町乳製品充填設備改修事業補助金…………………… 153万７千円

・校舎棟トイレ改修工事（中学校）……………………4,481万４千円

・中央公民館外壁・屋上改修工事………………………4,079万３千円

＊臨時会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第 10 号） 1億   290万３千円 35億5,228万６千円

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

１
・
12　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
70
号
）

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

１
月
臨
時
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

21　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
70
号
）

２
・
21　

全
員
協
議
会

　
　

22　

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
第
62
回
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
潟
市
）

　
　

26　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
全

　
　
　
　

員
協
議
会
、
２
月
定
例
会　
　

（
新
潟
市
）

３
・
３　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

９　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

３
月
定
例
会
召
集
日

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

14　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

15　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

18　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
71
号
）

（
平
成
23
年
１
月
～
３
月
）

◆１月臨時会のあらまし◆

提 案 説 明
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可
決
し
た
条
例
制
定
な
ど

（会期　　　　　　　　10日間）３月９日から
３月18日まで

◆３月定例会のあらまし◆

◆
出
雲
崎
町
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
基
金
条
例
制
定

・
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
た
め
制
定
す
る
も
の
。

◆
第
５
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画
（
基
本
構
想
）
の
策
定

・
将
来
の
町
の
あ
り
方
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
計
画

的
、
体
系
的
に
取
組
む
基
本
構
想
を
策
定
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

・
計
画
書
本
文
の
追
加
及
び
事
業
の
追
加
。

◆
出
雲
崎
町
街
な
み
環
境
開
発
基
金
条
例
制
定

・
海
岸
地
区
（
尼
瀬
～
井
鼻
）
の
街
な
み
整
備
の
た
め
必
要
の

あ
る
土
地
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る
基
金
。

◆
出
雲
崎
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
浴
室
利
用
料
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
す
く
す
く
子
育
て
支
援
幼
児
等
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
乳
児
及
び
幼
児
等
の
医
療
費
助
成
を
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

と
し
て
一
本
化
す
る
も
の
。

◆
出
雲
崎
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
出
雲
崎
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
を
引
用
し
て
い
る
た

め
の
改
正
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

・
北
国
街
道
妻
入
り
会
館
の
管
理
者
の
再
指
定
。

◆
町
道
の
路
線
認
定
、
廃
止
及
び
変
更

・
拡
幅
等
に
よ
る
町
道
の
認
定
、
廃
止
及
び
変
更
。

　

定
例
会
は
、
22
年
度
補
正
予
算
並
び
に
23
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
、
条
例
制
定
・
一
部
改
正
な
ど
議
案
31
件
が
提

出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

＊３月月定例会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　　般　　会　　計（第 11 号） 377万８千円 35億5,606万４千円
特別
会計 簡 易 水 道 事 業 （第３号） 90万円　    　 1億3,291万３千円

（△印は減額）

会　　　計 補　正　額 補正後の予算額
一　　般　　会　　計（第12号）     4,272万６千円 35億9,879万円　 　

特
別
会
計

国民健康保険事業 （第３号） 485万１千円 5億4,905万８千円

老人保健特別会計 （第１号） 62万４千円 142万４千円

介 護 保 険 事 業 （第３号） △　　 105万円　    　 6億4,401万円　 　

簡 易 水 道 事 業 （第４号） △　　    51万６千円 1億3,239万７千円

（第１号） △　　    30万円　    　 2,010万円　 　

農業集落排水事業 （第３号） △　　    85万６千円 1億7,360万円　 　

下 水 道 事 業 （第２号） △　　 581万円　    　 2億4,220万円　 　

住宅用地造成事業 （第３号） 51万円　    　 1,695万円　 　

特 定 地 域 生 活
排 水 処 理 事 業

佐 

藤　
　

亨  

氏
（
大
字
尼
瀬
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

人事 
案件

年度末を迎えて事業の完了などによる予算の整理を行ったもの。
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当 初 予 算 決 定

街なみ環境整備及び背後地整備・簡易水道水源さく井工事実施など

当 初 予 算 決 定
（対前年度比5.2％　２億5,750万円増）（対前年度比5.2％　２億5,750万円増）

平　成　23　年　度
総額52億4,930万円

若者誘導型町営住宅の建設・防災無線デジタル化への取組み・海岸地区

平　成　23　年　度
総額52億4,930万円

一般会計の予算の合計は34億4,200万円
（対前年度比6.7％　2億1,600万円増）

◇一般会計の主な事業

事　　業　　名 事　業　費 摘　　　　　　　　要

障 害 者 福 祉 費 １億3,949万５千円 県重度心身障害者医療費助成
障害福祉サービス費など

保 健 福 祉 事 業 費 2,085万６千円 地域包括支援センターシステム保守委託料
高齢者筋力向上トレーニング事業等の委託料など

児 童 措 置 費 ２億3,815万２千円 出雲崎・小木之城保育園保育実施委託料
延長保育事業補助金など

保 健 衛 生 予 防 費 1,764万７千円 結核間接撮影委託料　定期予防接種委託料
任意予防接種委託料など

塵
じん　　  かい

芥 処 理 費 5,669万２千円 一般ごみ収集運搬委託料　廃棄物処理事務委託料
指定袋等作成・配達管理委託料など

農 業 振 興 費 3,623万２千円 「汐風米」生産委託料　中山間地域等直接支払交付金
　町滝谷・吉川地区農業機械施設整備事業補助金など

商 工 業 振 興 費 1,593万９千円 町商工会運営費補助金　町商工業振興促進事業補助金
町中小企業信用保証料補給金など

道 路 新 設 改 良 費 １億6,837万２千円 乙茂藤巻神条線・尼瀬稲川線・立石３号線
小木相田線・豊橋線・仏長線・堆肥センター線など

住 宅 建 設 費 7,113万円　　 町営住宅建設工事費（石井町地内）など

常 備 消 防 費 9,604万９千円 消防事務委託料（柏崎市）

通 学 バ ス 運 行 業 務 費 2,338万４千円 児童通学バスの運行業務委託料・車両燃料費
車両修繕料など

教 育 振 興 費 1,064万７千円 外国語指導助手派遣業務委託料・パソコン借上料
パソコン保守委託料など
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平　成　23　年　度
総額52億4,930万円

若者誘導型町営住宅の建設・防災無線デジタル化への取組み・海岸地区

平　成　23　年　度
総額52億4,930万円

特別会計（８会計）の予算は18億730万円
（対前年度比2.4％　4,150万円増）

◇特別会計の主な内容
国 民 健 康 保 険 会 計

・一般被保険者療養給付費	　２億9,375万円
・後期高齢者支援金　　　　5,792万５千円

５億3,500万円（0.8％  400万円増）

介 護 保 険 事 業 会 計

・介護サービス給付費	　５億6,263万円
・介護予防特定高齢者施策事業費
　　　　　　　　　　　　　    449万８千円

介 護 保 険 事 業 会 計
６億3,700万円（7.4％  4,380万円増）

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

・後期高齢者医療広域連合納付金　　 5,910万７千円

後 期 高 齢 者 医 療 会 計
　6,260万円（3.2％  210万円減）

簡 易 水 道 事 業 会 計

・維持管理費　　　	　　　　4,392万５千円
・取水施設整備費　	　　　　4,365万円
・公債費　　　　　	　　　　2,926万６千円

簡 易 水 道 事 業 会 計
１億5,750万円（22.6％ 2,900万円増）

特定地域生活排水処理事業会計

・浄化槽維持管理費	　　　　 　830万３千円
・公債費　　　　　	　　　　1,210万６千円

特定地域生活排水処理事業会計
　2,100万円（2.9％  60万円増）

農業集落排水事業会計

・維持管理費　　	　　　　　 4,032万５千円
・公債費　　　　　	　　１億2,403万９千円

農業集落排水事業会計
１億7,280万円（0.2％  30万円増）

住宅用地造成事業会計

・住宅団地管理費　　　　     122万円
・住宅団地事業費　 　　　     287万２千円

住宅用地造成事業会計
　440万円（34.3％  230万円減）

予 算 採 決（全員賛成）

・維持管理費　　　　  　  4,742万４千円
・公債費　　  　　  　1億4,714万１千円

２億1,700万円（12.5％ 3,100万円減）
下 水 道 事 業 会 計下 水 道 事 業 会 計

国 民 健 康 保 険 会 計
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施
政
方
針
に
つ
い
て山　

﨑　

信　

義　
議
員

質
問 

平
成
23
年
度
で
終
了
す
る

「
県
中
越
地
区
廃
棄
物
処
理
施
設

周
辺
環
境
整
備
事
業
」
の
交
付
金

約
１
億
円
と
国
勢
調
査
に
お
け
る

人
口
減
少
に
よ
る
約
１
億
円
の
歳

入
減
が
見
込
ま
れ
、
町
の
財
政
事

情
は
楽
観
で
き
る
状
況
で
な
い
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
歳
入

減
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

お
考
え
で
す
か
。

答
弁 

県
の
交
付
金
を
補
う
歳
入

の
確
保
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
22
年
度
か
ら
過
疎
債
の
ソ

フ
ト
面
の
起
債
が
可
能
と
な
り
、

23
年
度
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

安
定
財
源
と
し
て
新
た
な
る
起
債

も
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
大
災
害

の
発
生
な
ど
変
化
の
多
い
中
、
細

心
に
し
て
安
全
を
図
り
な
が
ら
、

今
後
の
財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問 

歳
入
を
増
や
す
た
め
に

は
、
当
町
の
持
っ
て
い
る
資
源
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

歴
史
、
文
化
、
持
て
る
財

産
を
生
か
し
て
、
ど
う
町
の
活
力

に
つ
な
げ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

今
回
の
予
算
の
中
に
も
十
分
盛
り

込
ん
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
言
に
し
て
語
れ
ま
せ
ん
が
、

全
体
を
通
し
た
中
で
最
善
の
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
行

政
効
果
が
最
大
限
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

行
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

平
成
17
年
度
か
ら
単
年
度

約
１
億
円
の
経
営
経
費
の
削
減
を

目
指
し
努
力
は
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

経
費
の
伸
び
る
可
能
性
も
あ
り
、

一
層
意
を
用
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

姉
妹
都
市
の
福
島
県
柳
津

町
と
は
、
野
球
や
卓
球
、
教
育
委

員
会
・
消
防
団
・
議
会
及
び
「
ま

つ
り
」
な
ど
幅
広
く
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
宿
泊
体
験
学
習
」
の
導
入

に
向
け
、
修
学
旅
行
用
１
泊
２

日
・
２
泊
３
日
の
「
誘
客
学
習
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
あ
げ
と

交
流
の
窓
口
に
つ
い
て
所
見
を
伺

い
ま
す
。

答
弁 

姉
妹
都
市
に
お
け
る
姉
妹

校
と
し
て
、
風
土
が
異
な
る
地
域

の
学
校
同
士
の
交
流
は
何
か
得
る

も
の
が
必
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
は

同
感
で
す
。
少
年
野
球
と
か
卓
球

の
交
流
あ
る
い
は
日
帰
り
遠
足
、

部
活
動
、
修
学
旅
行
、
家
族
旅

行
、
海
水
浴
、
宿
泊
へ
と
発
展
し

て
も
ら
え
ば
素
晴
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

柳
津
町
で
は
姉
妹
都
市
担
当
部

署
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
段
階

で
ど
の
よ
う
な
交
流
が
具
体
的
に

で
き
る
の
か
ど
う
か
、
総
務
課
長

に
指
示
し
て
あ
り
、
具
体
的
に
行

動
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

施政方針
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子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

仙　

海　

直　

樹　
議
員

次世代を担う子どもたち

質
問 

高
校
生
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
ご
家
庭
に
と
っ
て
は
、
町
外
へ

の
交
通
費
や
、
駅
ま
で
の
交
通
費

等
が
か
か
り
、
中
学
生
の
時
よ
り

も
高
校
生
の
方
が
出
費
が
か
か
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
が
行
っ
て
い
る
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
を
、
高
校
卒
業
の
年
齢
ま

で
に
拡
大
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
に
完
成
予

定
の
若
者
向
け
町
営
住
宅
の
完
成

に
合
わ
せ
て
、
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
県
内
で
も
初
め
て
と
な
る
こ

の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
は
、

定
住
促
進
の
面
か
ら
し
て
も
効
果

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 
当
町
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
は
中
学
校
卒
業
ま
で
と

な
っ
て
お
り
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
す
。

　

助
成
を
拡
充
す
れ
ば
、
今
後
恒

久
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
う

え
、
高
校
生
は
国
の
授
業
料
無
償

化
や
町
の
奨
学
金
貸
与
制
度
も
あ

り
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
う
え
で

総
合
的
に
考
え
て
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問 

町
の
第
５
次
総
合
計
画

で
、
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
も
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た

ち
が
望
ん
で
い
る
将
来
の
町
の
イ

メ
ー
ジ
は
医
療
の
充
実
し
た
町
で

す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
は
、
人
口
の
多
い
都
市
部
よ

り
子
ど
も
の
人
数
の
少
な
い
町
村

部
で
、
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

支
え
育
て
て
い
く
面
か
ら
し
て
も

必
要
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ

う
か
。

答
弁 

医
療
の
充
実
し
た
町
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
医
院
や
町
外
の

基
幹
病
院
と
の
連
携
を
更
に
図

り
、
今
後
に
つ
い
て
も
医
療
費
助

成
の
み
な
ら
ず
、
出
雲
崎
に
定
住

し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
良
い
面
が

あ
る
な
ど
を
PR
し
て
、
若
者
誘

導
型
町
営
住
宅
の
建
設
を
初
め
と

し
た
定
住
促
進
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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観
光
立
町
の
今
後
に
つ
い
て

イベントの経済的効果は

田　

中　
　
　

元　
議
員

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

質
問 

施
政
方
針
演
説
で
５
つ
の

重
点
項
目
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る

全
国
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

８
月
に
実
施
さ
れ
る
汐
風
ド

リ
ー
夢
カ
ー
ニ
バ
ル
を
中
心
に

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
、
成
果
が
あ
り
に
ぎ

わ
い
が
あ
り
ま
す
が
、
活
性
化
が

取
り
も
ど
せ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。

　

地
元
の
商
工
業
の
方
々
に
経
済

的
効
果
や
販
売
数
が
増
し
た
か
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す

か
。

答
弁 

中
越
沖
地
震
の
復
旧
復
興

元
年
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら

各
種
事
業
を
展
開
、
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
期

待
以
上
の
成
果
を
お
さ
め
、
観
光

客
数
は
平
成
18
年
度
並
み
に
回
復

し
、
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
外
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
商
工
業
者

と
一
体
感
を
持
ち
、
元
気
な
出
雲

崎
町
を
売
り
込
む
の
が
主
眼
で
あ

り
ま
す
。

　

商
工
会
も
構
成
員
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
商
工
業
者
の
方
々
が

検
証
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

行
政
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
岸
地
区
街
な
み
環
境
整

備
は

質
問 

街
な
み
環
境
開
発
基
金
と

が
ん
ば
る
街
な
み
支
援
の
新
設
は

大
変
結
構
な
施
策
で
あ
り
、
遅
す

ぎ
た
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

　

開
発
基
金
に
よ
り
、
先
行
取
得

し
た
物
件
を
保
有
し
た
時
、
他
の

宅
地
と
の
交
換
に
よ
り
、
宅
地
を

集
め
、
新
年
度
に
施
行
さ
れ
る
石

井
町
の
住
宅
の
よ
う
な
造
成
や
、

宅
地
の
分
譲
に
つ
な
げ
て
い
く
施

策
を
考
え
て
い
く
気
持
が
あ
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

基
金
の
性
格
か
ら
考
え
ま

す
と
、
将
来
行
政
目
的
の
た
め
に

必
要
と
な
る
土
地
を
、
一
時
的
に

先
行
取
得
を
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
の
が
基
金
の
持
て
る
内
容
で

あ
り
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
か
ら
取
得
希
望
者

へ
の
売
買
、
交
換
は
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

基
金
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
結
果
と
し
て
町
が
取
得
し
た

土
地
を
交
換
に
よ
り
街
な
み
活
性

化
の
た
め
に
有
効
で
あ
れ
ば
、
柔

軟
な
対
応
も
必
要
で
す
。
条
例
に

従
い
運
用
に
妙
を
得
な
が
ら
対
応

す
る
の
も
理
想
的
な
ケ
ー
ス
と
考

え
ま
す
。
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全
町
民
の
健
康
増
進
の
推
進
に
つ
い
て

三　

輪　
　
　

正　
議
員

いつまでも健康で（八手地区文化レクリエーション大会）

役
場
職
員
の
地
域
活
動
へ
の

　
　
　
　
　
　

積
極
的
参
加
に
つ
い
て

質
問 

町
は
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
病

気
に
か
か
る
人
が
増
え
れ
ば
医

療
費
も
増
え
、
平
成
21
年
度
は

４
億
２
千
380
万
円
、
一
人
当
り
年

間
31
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
面
か
ら
も
医
療
費
を
抑
え

る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
国
保
加

入
者
約
１
千
400
人
、
他
の
保
険
加

入
者
は
約
３
千
600
人
と
、
他
の
保

険
加
入
者
が
全
町
民
の
３
分
の
２

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

全
町
民
の
健
康
増
進
を
考
え
る

な
ら
ば
、
国
保
加
入
者
だ
け
で
な

く
、
他
の
保
険
加
入
者
へ
も
配
慮

す
べ
き
で
あ
り
、
例
え
ば
「
全
町

民
が
年
一
回
の
健
康
診
断
受
診
」

の
実
施
の
た
め
、
町
が
全
町
民
の

受
診
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
な
ど
の

方
法
を
考
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 
当
町
で
は
平
成
18
年
度
に

「
健
康
い
ず
も
ざ
き
21
」
を
策
定

し
て
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
全

町
民
が
生
涯
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ

う
進
め
て
お
り
ま
す
。

質
問 

全
町
民
の
年
一
回
の
健
康

診
断
実
施
率
向
上
の
た
め
、
国
保

以
外
の
職
場
の
受
診
状
況
を
町
で

確
認
し
、
早
期
発
見
・
治
療
の
た

め
、
健
康
増
進
の
向
上
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
が
如
何
で
す

か
。

答
弁 

健
康
づ
く
り
は
行
政
だ
け

で
進
め
る
も
の
で
な
く
、
地
域
・

職
場
や
学
校
・
医
療
・
保
険
者
等

と
の
連
携
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
対
応
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問 

地
域
の
伝
統
行
事
、
イ
ベ

ン
ト
等
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

化
、
若
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
活

動
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
地
域
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
中
で
役
場
職
員
が

積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
パ
ワ
ー
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
大
変

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
強
制
す
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
町
は
職
員
の
参
加

意
識
向
上
と
参
加
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答
弁 

町
職
員
は
現
在
、
消
防

団
活
動
を
始
め
地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
一
員
と
し
て
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
職
員
に
伝
え
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問 

小
中
学
生
の
地
域
活
動
参

加
の
促
進
に
つ
い
て
教
育
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち

は
地
域
で
学
び
、
地
域
で
育
つ
と

よ
く
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
近

年
、
外
で
の
活
動
が
少
な
い
傾
向

に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
活

動
へ
の
参
加
は
意
義
が
あ
り
、
大

変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
は
行
事
（
出
雲
崎
大
祭
、

船
ま
つ
り
）
や
消
防
演
習
等
で
の

演
奏
、
町
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
、
計
画
的
、
限
定
的
参
加
で

す
の
で
、
自
主
的
に
参
加
す
る
気

持
が
大
事
で
す
が
学
校
行
事
等
の

関
係
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
の
良
さ
を
要
約
す
れ
ば
地

域
の
力
を
得
て
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
つ
な
が
り
、
ま
た
地
域
を
思

い
、
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
の
２

点
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
学

校
、
保
護
者
に
そ
の
重
要
性
を
語

り
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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第
５
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

中　

野　

勝　

正　
議
員

質
問 

平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
、
町
の

将
来
像
に
つ
い
て
昨
年
２
月
に
、

町
長
か
ら
審
議
会
に
諮
問
が
あ
り

今
年
２
月
に
答
申
い
た
し
ま
し

た
。

　

町
長
は
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら

５
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
各

種
施
策
を
積
極
果
敢
に
推
進
、
実

行
す
る
と
述
べ
ら
れ
、
23
年
度
は

予
算
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

前
期
５
年
の
中
で
５
つ
の
政
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
か
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

先
ず
、

①
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

答
弁 

福
祉
、
保
健
の
分
野
に
お

い
て
は
、
大
変
幅
広
く
奥
深
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
健
康
第
一
と
考

え
、
き
め
細
や
か
な
政
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問 
②
安
全
で
快
適
な
美
し
い

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
前

期
５
年
の
基
礎
集
落
の
再
編
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。

答
弁 

こ
の
小
さ
な
町
か
ら
い
た

し
ま
す
と
、
行
政
区
と
し
て
は
、

非
常
に
多
い
と
感
じ
て
ま
す
が
、

再
編
は
中
々
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
現
状
で
す
す
め
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
町
の
活
力
再
生
に
マ

イ
ナ
ス
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

質
問 

③
活
気
・
活
力
に
満
ち
た

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
、
新
産
業
に

つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
弁 

町
の
産
業
に
一
石
を
投
じ

た
い
と
い
う
人
に
対
し
て
は
、
行

政
は
指
導
も
含
め
積
極
的
に
応
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

④
夢
・
感
性
あ
ふ
れ
る
教

育
と
歴
史
文
化
香
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
。

答
弁 

海
岸
地
区
に
お
け
る
新
し

い
生
業
を
提
供
す
る
方
々
に
対
し

て
は
積
極
的
な
助
成
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
宝
物
探
し
を
初
め
子
ど

も
た
ち
の
健
康
増
進
や
、
教
育
環

境
に
つ
い
て
も
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問 

⑤
町
民
と
協
働
で
築
く
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
。

答
弁 

行
政
は
議
会
や
町
民
の
皆

さ
ん
と
一
体
感
を
持
ち
な
が
ら
、

自
助
・
共
助
・
協
働
と
い
う
精
神

を
し
っ
か
り
と
構
築
し
な
が
ら
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

第５次出雲崎町総合計画

ま
す
。
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計
画
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月

に
町
か
ら
町
総
合
計
画
審
議

会
に
策
定
の
諮
問
が
な
さ
れ
、
本

年
２
月
に
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
会
は
８
回
の
会
合
で
、
町

が
取
り
く
む
べ
き
施
策
の
方
向
性

な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も

と
に
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ

く
り
の
基
本
理
念
「
恵
ま
れ
た
自

然
と
歴
史
の
な
か
で
、
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
、
５
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
、
今
後
10
年
の
計
画

的
な
基
本
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

計
画
の
概
要
は

　
　

①
趣
旨

　
　

②
計
画
の
経
過

　
　

③
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

　
　

④
基
本
方
針

　
　

⑤
ま
ち
づ
く
り
の
指
標

　
　

⑥
方
針
を
進
め
る
た
め
の
施

　
　
　

策
の
大
綱

　

な
ど
を
基
本
構
想
と
し
て
い
ま

す
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

第
５
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

（
基
本
構
想
）
の
策
定
に
つ
い
て

を
中
心
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

第
５
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

（
基
本
構
想
）
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
13
年
に
策
定
し
た
第

４
次
計
画
が
平
成
22
年
度
を
も
っ

て
、
そ
の
計
画
が
終
了
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
度
の
第
５
次
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
か
ら
32
年
度

ま
で
の
、
10
か
年
を
計
画
期
間
と

す
る
本
町
の
総
合
計
画
（
基
本
構

想
）
を
定
め
る
も
の
で
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求

め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
出
雲
崎
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
は
、
改
正
過
疎
法
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
６
年

間
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
の
も
の
で

す
。

　

40
年
前
（
昭
和
46
年
）
に
第

１
次
計
画
が
策
定
さ
れ
、
第
５
次

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
議

し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
・
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
総
合

計
画
は
町
づ
く
り
の
基
本
構
想
と

理
念
を
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
合

理
化
を
進
め
す
ぎ
る
と
、
町
民
が

萎
縮
す
る
面
が
あ
る
の
で
、
気
配

り
を
し
て
ほ
し
い
。

　

今
年
の
予
算
で
は
、
基
金
を

２
億
５
千
万
円
取
り
く
ず
し
て
い

る
。
今
後
、
町
の
収
入
を
考
え
る

と
エ
コ
パ
ー
ク
の
関
連
で
１
億
円

減
り
、
国
の
交
付
金
が
減
額
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
現
在
、
財
政
調
整
基

金
が
豊
富
に
あ
っ
て
も
、
先
行
き

不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
不
用
、

不
急
の
も
の
は
や
め
、
予
算
の
執

行
に
配
慮
す
る
よ
う
に
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
小
林　

泰
三
）

恵まれた自然と歴史のまちづくり
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町

民

の

声

津波避難訓練（大字木折町 平成20年９月28日訓練風景）
　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
大
震

災
に
つ
い
て
思
い
の
ま
ま
書
い

て
み
ま
し
た
。

　

も
し
こ
の
巨
大
津
波
が
日
本

海
の
出
雲
崎
の
海
岸
で
起
こ
っ

た
ら
海
岸
沿
い
は
全
滅
で
す
。

　

避
難
す
る
に
も
逃
げ
る
場
所

が
な
い
状
態
で
す
。
年
寄
り
が

多
い
当
町
で
は
ど
う
し
た
ら
最

小
限
に
こ
の
被
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
。

と
て
も
心
配
で
す
。

　

そ
し
て
福
島
第
一
原
発
の
事

故
の
よ
う
に
、
柏
崎
刈
羽
原
発

か
ら
出
雲
崎
町
は
20
㎞
の
圏
内

に
入
っ
て
い
ま
す
。
放
射
能
汚

染
の
被
害
が
出
れ
ば
、
生
活
に

深
刻
さ
を
増
す
こ
と
に
な
り
、

他
県
に
避
難
す
る
状
況
と
な
り

ま
す
。

　

議
会
で
防
災
無
線
の
件
で
質

問
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

だ
か
ら
こ
そ
、
避
難
訓
練
と
防

災
無
線
は
大
切
で
あ
り
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
過
去
３
回
の
巨
大
地
震

を
経
験
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
つ
ど
多
く
の
人
達
か
ら
の
ご

支
援
を
頂
き
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
は
自
分
の
出
来
る
限
り
の

協
力
を
し
て
被
災
さ
れ
た
皆
様

が
１
日
、
１
秒
で
も
早
く
復
興

出
来
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
よ
う安　

達　
一　

雄

小 

木

あ
と
が
き

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
地
震
被
害

や
大
津
波
に
よ
り
、
阪
神
大

震
災
を
は
る
か
に
上
回
る
、

観
測
史
上
最
大
級
の
大
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

更
に
ま
た
、
未
だ
続
く
原

発
事
故
は
、
放
射
線
被
害
や

電
力
不
足
、
あ
る
い
は
将
来

に
わ
た
る
不
安
な
ど
尽
き
る

こ
と
な
い
多
角
的
な
大
問
題

を
私
た
ち
に
提
起
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復

興
を
心
か
ら
願
い
、
私
も
ま

た
、
微
力
な
が
ら
、
そ
の
支

援
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
震
災
を
教
訓
と

し
、
当
町
に
お
い
て
も
今

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
徹
底
し
た
防
災

の
見
直
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
報
も
４
名
の
議
員
で

編
集
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た

が
、
71
号
の
発
行
を
も
っ
て

最
後
と
な
り
ま
す
。
「
町
民

の
声
」
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
よ
り
ご
提
言
と
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

次
回
72
号
か
ら
は
新
メ
ン

バ
ー
で
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　

 

（
三
輪　

正
）

　　

４
月
７
日
、
小
学
校
の
入
学
式

が
行
な
わ
れ
、
35
名
の
可
愛
い
子

ど
も
た
ち
の
中
に
、
２
名
の
福
島

県
か
ら
避
難
さ
れ
て
き
た
子
ど
も

さ
ん
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
い
地
で
の
学
校
生
活
、
周
り

の
人
達
の
暖
か
い
思
い
や
り
の
気

持
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
て
大
き
な
声
で

は
っ
き
り
返
事
を
す
る
子
、
小
さ

な
声
で
恥
か
し
そ
う
に
返
事
を
す

る
子
、
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
に
行

動
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
６
年

後
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
逞
し
く
育

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
を
想

う
心
を
持
ち
、
家
族
を
お
も
い
や

る
、
そ
ん
な
大
人
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
三
輪　
　

正
）

表
紙
の
小
話

少林寺拳法の演武

　

 

議
会
だ
よ
り
の
発
行
予
定

　

発
行
は
年
４
回
、
発
行
月
は
５

月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
で
す
。


